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なぜレビューの話を僕がするのか

実はこれまで…
レビューはあまり力を入れては行ってきませんでした。

しかし、自身の研究 (雨量計補間) がまとまりつつあったので、
今さらながらレビューしてると…

進捗を出すために、悠長にレビューなんかしていられない！

まだ比較すべき手法が残っていた…



なぜレビューの話を僕がするのか

あらかじめレビューを綿密にしておけば
もっと効率的に実験デザインができたのでは？

関連論文を30本以上レビューしてみよう！

関連分野の全体像が見えてきた！
あれ、こんなアプローチも面白いかも…



なぜレビューが必要なのか

僕の主観に依らない説明をご紹介

https://books.kobunsha.com/book/b10125593.html

https://books.kobunsha.com/book/b10125593.html


そもそも研究・研究論文とは

• 論文: 人類の知識の限界のどこを拡大したかを明示する必要
• 人類の知識の限界の明示 = レビュー
レビューなしでは、研究論文としての意義をなさない

「人類の知識の総量をちょっとだけ拡大する仕事」

=研究論文どこに集約？



The illustrated guide to a Ph.D. by Matt Might

人類の知識の総量 小学校で得る知識 高校で得る知識 大学学部で専門知識 修士で専門性の深化 論文を読むうちに人類
の全知識の端に到達

拡大すると… 数年かけて全知識
の境界を押す

いずれ境界を突き破る これが博士号

Ph. D.

世界の見え方は
変わるはず

全体を忘れず境界を
押し続けよう

Ph. D.

https://matt.might.net/articles/phd-school-in-pictures/
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なぜレビューが必要か: まとめ
• そもそも

なので、人類の知識の総量の把握・その論文での明示はマスト

• レビューすれば、世界の見え方が変わる

研究 =「人類の知識の総量をちょっとだけ拡大する仕事」

レビューなし
= 森の中をさまよい歩くようなもの
= 先が見通せない

でもレビューをしっかりすると…?
= 森の中でも背後に道が見える
= 進むべき方向 (の可能性) が明確

たくさんレビューするのが大事



たくさんの論文を効率よくレビューするには

アカデミックライティングについて知りましょう
「書けないやつは読めてもいない」

https://books.kobunsha.com/book/b10125593.html

https://books.kobunsha.com/book/b10125593.html


アカデミックライティングのエッセンス
• 1本の論文につき1つのアーギュメント

• アーギュメント: 論文の核となる主張内容を1文で表した、論証が必要な主張

• 本文はアーギュメントの証明のためにある
• 本文には基本的に決まったルールがある (パラグラフ・ライティング)

• 長い論文でも、パラグラフの数は20や30

• パラグラフ・ライティング
• 1つのパラグラフにつき1つのトピック
• パラグラフは冒頭のトピック・センテンスとそれを支えるサポート・センテンスからなる (ワ
ンパラグラフ・ワントピックの法則)

• 論文の引用本数の目安
• 日本語では400字につき1本
• 英語300語ごとに1本
• 最低25本として、30 〜 40本読めばいい

小槻補足: 一般的な理系論文では、
「Research Hypothesis (研究の仮説)」
をアーギュメントと読み替えると良い



論文の構成の基本
Abstract
• 論文のすべてが簡潔にまとめられる (当然、アーギュメントも)

Introduction
• 論文の価値はイントロがすべて

• イントロは読者にその論文の価値を売り込むもの。
• そのために様々な参考研究を引用して、当該分野の人間の知識の限界を明示

• アーギュメントは、様々な背景を踏まえたうえで、アブストより詳細に記述

Conclusion
• アーギュメントの一歩先が記述
• 研究の発展性とかにまで言及
残りのパートは、アーギュメントの証明のため



何より重要なのは、網羅的なレビュー
極論、アブストだけ読むのでも十分！

論文で１番大事なアーギュメントは
各論文につき１つだけ

アーギュメントさえ見つけられれば、最低限のレビューはOK



重要な論文なら？
基本の読み方
• Abstract Introduction ( Conclusion) の順で読む

• イントロを読む際に注意すべき点
• 特に最後のパラグラフにアーギュメントが記載されていることが多い
• 引用文献が記載されている文章を確実に追う
引用を挙げてはじめて、その論文の立ち位置・新規性を示すことができるから
引用のついている個所は、その論文のロジック展開に重要なパート

全体の内容把握が必要なら
• ワンパラグラフ・ワントピックの法則を利用

• トピックセンテンスを順番に見つけていけば、論文の全体像が把握可能
• パラグラフ単位なら、ChatGPT でも精度よく要約してくれる

• なにせトピックセンテンスは一つしかないので



経験則・感想：重要な論文とは？

• ほとんどの研究は、新しい手法を取り入れた研究
• 「新手法 vs. 従来手法」の構成
• アブストを読めば、アーギュメントは一目瞭然

通して読まなくても (基本的に) 大丈夫

• 社会的メッセージも持つ論文 (特に Nature や Science)
• 基本的に、多くの先行研究を踏まえ、従来の限界を明示している
• アブストだけでは、背景の全容は読み取れず、アーギュメントの把握が難しい
• イントロまでしっかり読めば、その研究の新規性・面白さがはっきりわかる

イントロまで読む or ワンパラグラフ・ワントピックの法則を活かして、全
体の内容把握をすることが多いように感じます。



読んだ論文のアーギュメント等は簡潔にまとめましょう



読んだ論文のアーギュメント等は簡潔にまとめましょう

例えば「AI x 気象」に関するレビューをするなら
• モデル (CNN, U-Net, DDPM, …)
• ターゲット (降水量, 気温, 気圧, …)
• タスク (ダウンスケーリング, 予測, …)
• 対象地域 (日本, 全球, …)
• 時空間解像度
• 一言ポイント

のような情報を一覧にしてまとめるとよいのでは？



どうやって論文を探す？



論文の検索ツール
• ドンピシャの論文を探す

• Consensus: https://consensus.app
• Elicit: https://elicit.com/

• 関連論文を探す
• Connected papers: https://www.connectedpapers.com/

• 引用数に応じて円の大きさが変わるので、分野にとっての重要論文が視覚的に分かりやすい

• 取りこぼした論文探し
• Google scholar: https://scholar.google.com/?hl=ja

• デフォルトでは引用数の多い重要な論文から順にサジェストしてくれる
• Scite: https://scite.ai/ (まだ使ったことはないけれども)

https://consensus.app/
https://elicit.com/
https://www.connectedpapers.com/
https://scholar.google.com/?hl=ja
https://scite.ai/


Consensus で論文検索

Thread link:
https://consensus.app/search/please-tell-me-how-to-estimate-the-spatial-
distrib/KhtNQiDcSLSwk6EqlDG3zQ/?utm_source=share&utm_medium=clipboard

質問は英語で

質問
雨量計の観測値から、全球の降水量の空
間分布を推定する手法を教えてください。

https://consensus.app/search/please-tell-me-how-to-estimate-the-spatial-distrib/KhtNQiDcSLSwk6EqlDG3zQ/?utm_source=share&utm_medium=clipboard


Consensus による検索結果その1



Consensus による検索結果その2

• 具体的な論文リストも出力
• 新しい論文を中心に合計20本



Elicit で論文検索する例

質問は英語で
約5分後

レポート完成

レポートのリンク
https://elicit.com/review/44c43dd0-6fbd-46fc-bda2-c7d602b9fd5b

https://elicit.com/review/44c43dd0-6fbd-46fc-bda2-c7d602b9fd5b


Elicit で出力される研究レビューリスト

武藤さんのアブスト x 2 + Muto and Kotsuki (2024)



Connected Papers で関連論文検索
• Consensus で3番目の候補の論文を起点



• 検索元の論文が中心

• 関連研究がグラフで表示

• 円の大きさは引用数



効率よく・たくさんレビューして
より充実した研究ライフを送りましょう！



小槻の補足



塩尻くんのスライドについて
• 良くまとめられていると思います。

• 卒論の開始前、修論の開始前、博論の開始前など、折に触れ得れて読
み返すと、「研究」に対する理解が深まると思います。

• 新しい学部４年生が読むことも想定し、「改めて」



夏休みの自由研究と大学の科学研究の違い

小学生の夏休み自由研究 大学の科学研究

目的 好奇心を育てる 社会や学問への貢献

テーマ 子供が持つ興味が対象
先生や親は、答えを知っている

人類にとって未知の課題
論文のサーベイが必須

方法の厳密さ 直感的・体験的 再現性・論理性・統計性が求められる

「衛星など高度な処理技術が必要」「GPUなど高価な道具を使う」。だから研究、なのではない！
紙と鉛筆だけでも、十分に科学研究はできる。
既往研究をきちっとサーベイししないと、大人の自由研究のような卒論・修論になってしまいます。



卒論・修論・博論に求めるレベル

• 卒業論文
• その研究テーマについて、学内・研究室で最も詳しい

• 修士論文
• その研究テーマについて、国内で最も詳しい

• 博士論文
• その研究テーマについて、世界で最も詳しい

この時点で、研究テーマについては
先生より詳しくなっていて欲しい。
「先生が知っている」知識を学ぶ

１〜３年生の勉強と大きくゲームが変わる
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